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Factors associated with health food intake in university students: 
Abstract 




Although the safeness of health food has not been empirically confinned， the consumption has 
rapidly increased in recent ye訂sin Japan.τ'his phenomenon， however， may raise a question， 'why 
do people use health food although也巴ydo not have enough info=ation about the safeness?'.τ'he 
current s旬dyused the theory of planned behavior (TPB: Ajzen， 1985， 1991) to explain the beha-
vior of health food intake. Three hundreds and seventy six universi守 studentsvoluntarily partici-
pated in the questionnaire-based study. It was found that intentions and subjective no=s signifi-
cantly explained the behavior of health food intake. Also，仕1巴 intentionof health food intake was 
significantly predicted by attitude， subjective no=s and perceived b巴ha"可rioralcontrol.τ'hese results 
could evaluate the application of the TPB for the behavior of health food intake. 












































同様の結果は、清涼飲料摂取についての研究でも示されている。 Kassem，Lee， Modeste & 
J ohnson (2003)は、米国人女性13-18歳の清涼飲料摂取行動を、 TPBに基づいて研究したと
ころ、態度、行動統制感、主観的規範の順で行動が説明されるということが示された。また、
重回帰分析の結果、行動は64%説明されたため、 TPBは特に有効であったとも主張している。
以上の研究の他にも、ビタミン Dサプリメント摂取 (Engels，van Assema， Dorant & 
Lechner， 2003)、菜食主義 (Povey，Wellens & Conner， 2001)、全麦食品摂取 (Chase，Reicks 
& Jones， 2003)、果実と野菜の摂取 (Conner& Norman， 2002; Bogers， Brug， van Assema 








































態度、主観的規範、および統制感に関する項目は、 Conneret al. (2001)が作成した項目を
























































(3) 健康食品を摂取することは好ましくないー 好ましい 0.84 
(6) 健康食品を摂取することは 反対だ 賛成だ 0.82 
(1)健康食品を摂取することは 悪い よい 0.76 
(4) 健康食品を摂取することは有害であるー有益である 0.68 
(2) 健康食品を摂取することは楽しくない 楽しい 0.59 






























全体(n=376) 非摂取者(n=191) 摂取者(n=185) 統計量
年齢 19.94(SO=1.49) 19.86(SO=1.53) 19.99(SO=1.45) -0.82 
性別 男性 95 63 32 12.05林
女性 280 128 152 
経験 あり 282 122 160 43.90*本
なし 74 64 10 
一人暮らし 167 80 87 
居住状態家族等と同居 199 105 94 0.86 
その他 8 5 3 
看護大学A 111 51 60 
大学 国立大学B 177 102 75 6.39* 
国立大学G 88 38 50 
非常に余裕 7 4 3 
まあまあ余裕 118 48 70 
経済状態どちらでもない 124 59 65 13.80本*
あまり余裕なし 107 67 39 











I E E 
変数
オッズ比 95百信頼区間オッズ比 95百信頼区間オッズ比 95目信頼区間
性別 2.06* 1.16-3.67 1.71 080-3.66 1.48 0.68-3.21 
大学A 0.73 0.37-1.43 0.93 0.39-2.24 0.92 0.36-2.24 
大学B 0.55* 0.30-0.99 0.79 0.36-1.73 0.77 0.35-1.72 
過去の経験 3.62料 3.92-16.78 2.78* 1.00-9.14 1.95 0.77-4.92 
経済状態 1.08* 1.08-1.81 1.15 0.81-1.62 1.12 0.79-1.59 
意図 3.83** 2.78-5.27 3.47** 2.46-4.89 
統制感 1.14* 1.01-1.28 1.12 0.99-1.26 
態度 0.98 0.84-1.15 














変数 I E 
性別 0.12キ 0.07 
大学A -0.05 0.00 
大学B -0.11 -0.06 
過去の経験 0.43*本 0.25** 
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